
＜学生の学習成果の把握＞

「卒業の認定に関する方針」（ディプロマポリシー）に定められた学修目標の達成状況を自己評価する。
実施時期ごとの結果を入学年度の学生全体の平均点として示す。

2021年度
  ・調査時期：2021年10月
　・調査対象：全学生
　・回答率：１００％
　・調査方法：WEB調査
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①豊かな人間性

②幅広い教養

③社会人としてのマナー

④食の専門家としての責任感

⑤食の専門家としての倫理観

⑥社会に貢献できる専門知識

⑦社会に貢献できる技能

⑧多様な課題に対して主体的に

考える

⑨コミュニケーションを図る力

⑩協働して活動する態度

入学時 1年次前期終了時 2年次前期終了時
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①豊かな人間性

②幅広い教養

③介護に関する知識や方法の習

得

④利用者本位・自立支援を基本

とするサービスを総合的・計画

的に提供できる能力を身に着け

ている

⑤専門的な知識と技術

⑥社会に貢献できる能力

⑦多職種協働によるチームアプ

ローチの必要性の理解

⑧多様な課題に対して主体的に

考える

⑨主体的に考えるにあたりその

根拠を示すことができる

⑩知識と技術を統合化し実践に

結びつけることができる

入学時 1年次前期終了時 2年次前期終了時
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